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「
缼
憾
」
あ
る
が
故
の
「
創
格
」
─
沈
葆
楨
の
鄭
成
功
評
価
に
つ
い
て
の
試
論（

（
（

─

劉　
　
　

静　

貞

（
小
二
田　

章　

訳
（

は
じ
め
に

　

二
千
年
前
、
孟
子
が
梁
恵
王
に
面
会
し
た
際
、
王
は
「
千
里
を
遠

し
と
せ
ず
来
た
か
ら
に
は
、
我
が
国
に
何
か
利
が
あ
る
の
か
？
」
と

問
い
、
孟
子
は
生
真
面
目
に
「
王
の
言
わ
れ
る
利
と
は
何
で
し
ょ

う
？　

た
だ
仁
義
あ
る
の
み
で
す
」
と
答
え
た
。
彼
が
そ
の
よ
う
に

言
う
の
は
、「
上
下
共
に
利
を
求
め
れ
ば
国
は
危
う
い
。
…
…
義
を

後
に
し
て
利
を
先
に
し
て
、
奪
い
取
ら
ね
ば
満
足
し
な
い
。
未
だ
仁

に
し
て
親
族
に
贈
り
物
を
す
る
者
、
義
に
し
て
そ
の
君
に
従
う
者
が

い
な
い
。
王
は
仁
義
の
み
を
言
う
べ
き
で
あ
り
、
な
ぜ
利
を
言
う
必

要
が
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

歴
史
研
究
は
特
に
人
の
転
変
に
注
意
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

往
来
の
間
に
、
人
の
選
択
が
歴
史
の
進
行
方
向
に
影
響
を
与
え
、
あ

た
か
も
見
え
ざ
る
手
が
そ
の
浮
沈
を
手
引
き
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
孟
子
は
義
と
利
に
よ
っ
て
人
事
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
現
代

の
経
済
学
者
の
経
済
学
を
説
く
こ
と
が
実
際
の
と
こ
ろ
倫
理
学
で
あ

る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る（（
（

。
経
済
学
は
個
人
の
「
利
を
求
め
る
」
行
為

の
検
討
に
注
力
す
る
が
、
こ
れ
は
人
生
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
が
出
発
点
に
あ
り
、
そ
れ
は
人
が
人
と
し
て
ど
の
よ
う

に
あ
る
べ
き
か
、
人
は
他
者
と
ど
う
係
わ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に

及
び
、
さ
ら
に
は
人
が
ど
の
よ
う
に
生
存
す
べ
き
か
と
い
う
思
考
に

結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
昔
の
人
の
作
為
を
探
求
す
る
時
に
は
、
そ
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の
作
為
に
ど
の
よ
う
な
価
値
・
意
義
が
見
い
だ
せ
る
か
、
そ
の
作
為

は
人
性
あ
る
い
は
理
性
の
ど
の
側
面
で
最
終
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の

な
の
か
、
な
ど
を
追
究
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
義
・
利
と

い
っ
た
観
点
か
ら
の
選
択
の
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
選
択
自
体

が
直
面
し
た
も
の
に
対
す
る
評
価
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

清
末
、
海
防
強
化
を
目
的
に
台
湾
統
治
政
策
が
変
更
さ
れ
た
結
果
、

鄭
成
功
（
一
六
二
四
～
六
二
（
の
歴
史
的
地
位
と
評
価
に
も
変
化
が

生
じ
た
こ
と
は
、
前
述
の
「
思
考
」
を
考
え
る
上
で
有
用
な
事
例
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
光
緒
元
（
一
八
七
五
（
年
、
清
朝
の
批
准

を
受
け
て
、
も
と
も
と
民
間
で
私
的
に
祀
ら
れ
て
い
た
鄭
成
功
の

「
開
山
王
廟
」
が
「
延
平
郡
王
祠
」
に
改
建
さ
れ
、
官
員
・
士
紳
ら

が
鄭
成
功
の
忠
節
・
正
義
を
称
賛
す
る
詩
文
聯
句
を
こ
も
ご
も
作
成

し
た
。
こ
の
一
場
の
行
為
は
、
通
常
は
清
朝
に
従
っ
て
地
方
を
安
撫

し
、
民
気
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
故
に
鄭
氏
の
忠
君

愛
国
が
強
調
さ
れ
当
時
の
外
国
へ
の
対
抗
が
現
在
の
需
要
に
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
欽
差
大
臣
で
あ
っ
た
沈
葆
楨
（
一
八
二
〇

～
七
九
（
が
、
延
平
郡
王
祠
に
書
き
付
け
た
聯
句
の
な
か
の
「
創
格

完
人
」
と
い
う
語
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
に
沈
・
鄭
の

二
人
を
位
置
づ
け
て
、
中
国
の
伝
統
が
現
代
へ
と
向
か
う
巨
視
的
な

変
化
の
な
か
で
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
選
択
し
た
こ
と
、
そ
の
背

景
に
あ
る
時
代
の
文
化
、
そ
し
て
彼
ら
の
保
持
し
た
価
値
観
と
そ
の

人
生
の
意
義
を
、
改
め
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

失
敗
英
雄
の
再
評
価

　

沈
葆
楨
が
鄭
成
功
の
た
め
に
書
い
た
聯
句
は
、
現
在
も
台
南
市
開

山
路
に
あ
る
延
平
郡
王
祠
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
字
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

開
萬
古
得
未
曾
有
之
奇
、
洪
荒
留
此
山
川
、
作
遺
民
世
界
、

極
一
生
無
可
如
何
之
遇
、
缺
憾
還
諸
天
地
、
是
創
格
完
人
。

（
萬
古
を
開
き
未
曾
有
の
奇
を
得　

洪
荒
此
の
山
川
を
留
め　

遺
民

世
界
を
作
す　

一
生
を
極
め
如
何
す
べ
き
の
遇
無
く　

缺
憾
諸
天
地

に
還
る　

是
れ
創
格
完
人
た
り
（

　

こ
の
聯
句
の
、
上
聯
は
間
違
い
な
く
台
湾
を
指
し
、
下
聯
は
鄭
成

功
評
価
を
示
し
て
い
る
。

　

伝
世
文
献
を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
記
載
し
た
こ
の
聯
句
に
、

字
句
の
違
い
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
あ
る
者
は
「
開
千
古
」
と
し
、
あ

る
者
は
「
逸
民
世
界
」
と
し
、
あ
る
者
は
「
成
創
格
完
人
」
と
し
て

い
る（（
（

。
私
見
で
は
、
清
人
の
文
章
で
は
基
本
的
に
「
開
千
古
」
と
あ

る
が
、
こ
の
台
南
延
平
郡
王
祠
の
書
跡
、
及
び
『
沈
文
肅
公
牘
』
に

採
録
さ
れ
た
尺
牘
「
復
呉
桐
雲
」
で
は
「
開
萬
古
」
と
な
っ
て
い
る
。
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音
韻
に
詳
し
い
研
究
者
に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
こ
の
聯

句
は
対
聯
の
規
則
が
緩
や
か
な
「
寛
対
」
で
あ
り
、
下
聯
の
「
一

生
」
の
平
仄
が
「
仄
平
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
録
者
が
記
録
時
に

平
仄
を
揃
え
る
目
的
で
「
千
古
」
に
書
き
直
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
し
て
い
た
。
た
だ
、
萬
古
で
あ
れ
千
古
で
あ
れ
、
本
稿
の
主

要
対
象
は
沈
葆
楨
の
「
缺
憾
」
と
「
創
格
」
の
方
で
あ
る
。

　

沈
葆
楨
は
そ
の
時
三
対
の
聯
句
を
同
時
に
作
っ
て
い
る
が
、
残
り

の
二
聯
句
は
次
の
よ
う
で
あ
る（（
（

。

海
上
視
師
、
紫
陽
於
五
百
年
前
、
早
為
後
賢
籌
結
局
、

天
南
晞
髮
、
緬
甸
在
八
千
里
外
、
特
延
閏
朔
付
孤
臣
。

（
海
上
視
師　

紫
陽
五
百
年
前
に
て　

早
く
も
後
賢
の
為
に
結
局
を

籌
せ
り　

天
南
晞
髪　

緬
甸
八
千
里
の
外
に
在
り
て　

特
に
閏
朔
を

延
き
て
孤
臣
に
付
せ
り
（

到
此
地
回
首
淒
然
、
只
剩
得
江
上
一
些
兒
流
未
枯
眼
泪
、

將
斯
人
苦
心
參
過
、
更
休
説
世
間
有
那
種
做
不
了
難
題
。

（
此
の
地
に
到
り
回
首
す
る
こ
と
凄
然　

只
だ
剰
ま
し
得
た
り
江
上

一
些
兒
流
の
未
だ
眼
泪
を
枯
ら
さ
ざ
る
を　

斯
の
人
を
將
て
苦
心
す

る
こ
と
参
過　

更
に
説
く
を
休
め
ん
世
間
那
種
の
做
し
了
ら
ざ
る
難

題
有
る
を
（

　

こ
れ
ら
三
対
の
聯
句
は
沈
葆
楨
が
呉
大
廷
（
一
八
二
四
～
七
七
。

か
つ
て
按
察
使
銜
に
て
分
巡
台
湾
兵
備
道
の
任
に
あ
っ
た
（
に
送
っ
た

手
紙
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
沈
葆
楨
は
ま
ず
呉
大
廷
が
鄭
成
功

の
た
め
に
作
っ
た
七
律（（
（

を
称
賛
し
、「
大
木
（
鄭
成
功
の
字
（
の
英
霊

が
雲
に
乗
り
や
っ
て
く
る
の
を
聞
く
か
の
よ
う
だ
」
と
し
て
い
る
。

続
け
て
、
自
ら
が
祠
の
た
め
に
三
対
の
聯
句
を
書
き
、
祠
落
成
の
公

文
が
来
る
の
に
備
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、「
書
き
や
す
い
よ
う
に

書
い
た
の
で
、
特
に
こ
だ
わ
り
は
も
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
だ
わ
り
は
な
い
云
々
は
当
然
本
人
の
謙
遜
で
あ
り
、
三
つ
の

聯
句
の
配
列
に
は
作
者
に
と
っ
て
の
出
来
の
上
下
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
。
後
の
二
聯
句
と
比
べ
て
み
る
と
、「
孤
臣
」
の
一
身
の
慨
嘆
、

「
做
不
了
難
題
」
の
無
力
に
対
し
、「
缺
憾
還
諸
天
地
」
の
闊
達
、

「
是
創
格
完
人
」
の
肯
定
で
あ
り
、「
孤
臣
」
に
も
自
在
闊
達
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
表
現
し
、
ま
た
「
創
格
」
に
よ
っ
て
「
完

人
」
と
な
る
理
由
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
所
属
す
る
政
権
に
嘗
て
抵
抗
を
試
み
た
あ

る
反
逆
者
を
取
り
上
げ
、
正
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
は
、
朝
廷
の
疑

念
を
招
い
た
り
は
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
に
つ
い
て
、
沈
葆

楨
は
同
治
十
三
（
一
八
七
五
（
年
十
二
月
初
五
日
に
上
呈
し
た
「
請

建
明
延
平
王
祠
摺
」
に
て
、
婉
曲
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
ま
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ず
、
台
湾
府
進
士
の
楊
士
芳
（
一
八
二
六
～
一
九
〇
三
（
ら
地
方
士

紳
の
請
願
や
祠
建
設
の
理
由
を
引
用
し
、
鄭
成
功
を
「
若
く
し
て
儒

者
と
な
り
、
国
家
の
恩
愛
を
長
く
受
け
、
時
代
の
節
義
に
従
い
、
孝

行
で
は
な
く
忠
義
を
行
っ
た
」
と
し
て
、
清
朝
へ
の
抵
抗
は
や
む
を

得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
祀
ら
れ
た
後
は
大
水
旱
魃
の
災

害
時
に
は
「
速
や
か
に
験
が
あ
り
」
民
の
保
護
に
功
績
が
あ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
は
再
び
鄭
成
功
の
孤
忠
を
称
賛
し
、「
千
年

の
臆
病
を
も
治
し
得
る
」
と
し
、
併
せ
て
康
熙
年
間
の
詔
書
「
朱
成

功
は
明
室
の
遺
臣
で
あ
り
、
朕
の
乱
臣
賊
子
で
は
な
い
」
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
改
め
て
、
鄭
氏
の
故
郷
で
あ
る
南
安
に
は
既
に
祠
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
台
湾
に
お
い
て
は
よ
り
明
確
に
祠
を
建
て
る
道
理

が
存
在
す
る
こ
と
、
諡
に
つ
い
て
は
、
明
に
殉
じ
た
瞿
式
耜
（
一
五

九
〇
～
一
六
五
一
（、
張
同
敞
（
？
～
一
六
五
一
（
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
忠

宣
・
忠
烈
の
諡
を
得
た
故
事
と
比
べ
な
が
ら
提
案
し
、
鄭
成
功
を
評

価
す
る
こ
と
で
「
台
湾
の
民
に
忠
義
を
大
い
に
行
う
べ
き
こ
と
を
知

ら
し
め
」、「
風
俗
を
鼓
吹
し
人
心
を
正
し
く
す
る
」
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
強
調
し
て
い
る（（
（

。

　

清
の
朝
廷
は
沈
葆
楨
の
説
得
に
応
え
、
光
緒
元
（
一
八
七
五
（
年

正
月
初
十
日
戊
申
に
諭
旨
を
下
し
、
鄭
氏
が
「
節
義
を
守
り
、
忠
烈

あ
き
ら
か
」
で
あ
る
こ
と
に
同
意
し
つ
つ
、
民
間
で
私
的
に
祀
ら
れ
、

「
水
害
旱
害
の
際
、
祈
れ
ば
験
が
あ
り
」
台
湾
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
を
挙
げ
、
そ
の
た
め
「
輿
情
」
に
従
い
、「
請
願
内
容
を
検
討
し
、

台
湾
府
城
に
個
人
の
祠
を
建
て
る
こ
と
を
許
し
、
ま
た
諡
を
加
え
て

与
え
る
」
と
し
た（（
（

。
こ
こ
に
、
も
と
も
と
民
間
の
私
的
な
祭
祀
で

あ
っ
た
「
開
山
王
廟
」
は
「
延
平
郡
王
祠
」
と
な
り
官
の
祀
り
に
加

え
ら
れ
た（（
（

。
清
朝
宮
廷
は
鄭
成
功
の
諡
に
「
忠
節
」
の
二
字
を
採
用

し
た
が
、
こ
れ
は
一
般
の
郡
王
・
親
王
が
一
字
の
諡
を
得
る
原
則
と

異
な
り
、「
一
級
降
格
」
を
暗
喩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
方
官
は
続
々
と
延
平
郡
王
祠
に
掲
げ
る
聯
句
を
献
上
し
、

結
果
と
し
て
鄭
成
功
の
「
忠
君
・
開
拓
者
・
地
方
の
保
護
神
」
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
る
も
の
と
な
っ
た（（
（

。

　

鄭
成
功
に
対
す
る
各
種
の
称
揚
の
中
で
、「
忠
君
」「
開
拓
」
と

い
っ
た
も
の
は
、
亡
国
亡
命
の
悲
痛
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
、

沈
葆
楨
の
「
創
格
」
完
人
の
形
容
は
、
遺
恨
と
い
う
段
階
を
超
越
し

て
お
り
、
間
違
い
な
く
特
別
な
の
は
、
沈
氏
の
こ
の
「
創
格
」
は
鄭

氏
の
「
一
生
を
極
め
る
に
時
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
が
無
か
っ
た
」
と
い

う
「
缺
憾
」
と
結
び
付
い
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
は
鄭
成
功
の
経
た

「
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
無
い
」
一
生
に
注
目
し
、「
缺
憾
」
の
理
由
と

「
缺
憾
」
の
由
来
、
意
義
に
つ
い
て
討
論
し
た
い
。
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二　
「
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
無
い
」
こ
と
の
「
缺
憾
」 

─
鄭
成
功
の
人
生
選
択

─

　

鄭
成
功
を
研
究
す
る
学
者
は
、
往
々
に
し
て
史
料
欠
失
に
よ
り
、

そ
の
生
涯
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
悩
む
。
鄭
成
功
の
容
姿
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
、
髭
は
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
。
彼
は
王
を
称

し
ま
た
藩
を
称
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
明
朝
に
忠
義
を
持
っ
て
い
た
の

か
。
長
江
河
口
に
て
敗
れ
部
将
は
寝
返
っ
た
が
、
彼
の
政
治
・
軍
事

の
才
能
・
統
率
力
は
高
か
っ
た
の
か
低
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
、
学
界
が
論
争
し
て
定
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
沈

葆
楨
の
目
に
映
っ
た
「
缺
憾
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
細
か
い
人

生
の
道
筋
を
求
め
る
必
要
は
な
く
、
鄭
成
功
の
出
身
・
境
遇
（
彼
が

直
面
し
た
変
化
、
そ
の
位
置
す
る
文
化
気
風
（
そ
し
て
彼
の
為
し
た
選

択
に
よ
っ
て
す
れ
ば
、
我
々
が
彼
の
直
面
し
た
困
難
を
想
像
す
る
の

に
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
缺
憾
」
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

日
本
の
平
戸
に
生
ま
れ
た
鄭
成
功
は
、
七
歳
の
時
、
父
親
の
鄭
芝

龍
が
明
朝
の
招
撫
を
受
け
た
こ
と
で
、
中
国
に
連
れ
て
帰
ら
れ
、
中

国
の
名
前
で
あ
る
「
鄭
森
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で

母
親
と
離
れ
ず
に
き
た
彼
は
、
毎
夜
「
必
ず
東
の
方
を
望
ん
で
た
め

息
を
つ
き
、
母
を
求
め
た
」（

（1
（

。
周
婉
窈
の
「
海
洋
之
子
鄭
成
功
」
で

は
、
鄭
森
の
当
時
の
心
境
を
「
泉
州
語
が
話
せ
な
い
こ
と
の
他
、
急

に
巨
大
な
血
縁
と
疑
似
血
縁
に
よ
る
大
家
族
の
中
に
身
を
置
き
、
生

母
か
ら
離
れ
て
『
嫡
母
』
に
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
読
む
本
は
中

国
の
経
典
に
な
る
こ
と
」
を
心
配
し
て
い
た
と
描
い
て
い
る（（（
（

。
想

像
・
思
索
を
禁
じ
得
な
い
の
は
、「
読
書
穎
敏
」「
初
識
字
、
輒
佩
服

春
秋
之
義
」（

（（
（

の
鄭
森
が
、
経
書
の
中
の
「
非
我
族
類
、
其
心
必
異
」

（『
左
伝
』
成
公
四
年
（
の
よ
う
な
語
句
を
目
に
し
た
と
き
、
自
身
の

半
分
日
本
人
の
血
統
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

確
か
め
る
術
も
な
い
こ
と
だ
が
、
宋
代
以
降
の
中
国
で
「
厳
夷
夏

之
防
」「
華
夷
之
辨
」
な
ど
の
概
念
が
強
調
さ
れ
て
い
く
中
、
彼
ら

海
盗
集
団
に
お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
識
別
を
す
る
意
味
は

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（（（
（

。
た
だ
、
彼
が
南
京
の
太
学
に
入
っ
て
勉
強
し
、

礼
を
尽
く
し
て
銭
謙
益
に
弟
子
入
り
を
請
う
た
時
、
儒
家
の
教
育
を

受
け
た
彼
の
同
門
た
ち
は
、
彼
の
知
り
あ
い
か
は
と
も
か
く
、
そ
の

半
分
「
夷
人
」
の
出
身
を
気
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
の
師
で
あ
る

銭
謙
益
が
王
安
石
の
よ
う
に
あ
る
種
聖
人
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た

な
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
夷
而
進
於
中
国
、
則
中
国
之
」（『
臨
川
文
集
』

巻
一
九
「
時
務
」（
の
よ
う
な
話
を
し
て
彼
を
慰
め
た
だ
ろ
う
。
し
か

る
に
、『
孟
子
』
滕
文
公
上
の
「
吾
聞
用
夏
変
夷
者
、
未
聞
変
於
夷
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者
也
」
を
読
ん
で
、
彼
は
「
進
於
中
国
」
の
決
意
を
固
め
た
だ
ろ
う

か
？　

そ
れ
よ
り
、
心
の
底
に
如
何
と
も
し
が
た
い
一
筋
の
「
缺

憾
」
が
浮
か
ん
だ
の
で
は
な
い
か（（（
（

。

　

自
身
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
出
身
と
比
べ
、
鄭
成
功
の
臨
終
の

時
の
「
忠
孝
両
虧
」
の
遺
憾
は
、
完
全
に
彼
自
身
の
選
択
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
夏
琳
『
閩
海
紀
要
』
の
記
載
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る（（（
（

（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
も
の
、
以
下
同
じ
（。

五
月
朔
、
成
功
感
冒
風
寒
、
文
武
官
入
謁
、
尚
坐
胡
床
談
論
、

人
莫
知
其
病
。
及
疾
革
、
都
督
洪
秉
誠
調
薬
以
進
、
成
功
投
之

於
地
、
歎
曰
「
自
国
家
飄
零
以
來
、
枕
戈
泣
血
十
有
七
年
、
進

退
無
拠
、
罪
案
日
增
、
今
又
屏
跡
遐
荒
、
遽
捐
人
世
、
忠
孝
両

虧
、
死
不
瞑
目
！
天
乎
！
天
乎
！
何
使
孤
臣
至
於
此
極
也
！
」

頓
足
撫
膺
、
大
呼
而
殂
。
時
年
三
十
有
九
、
為
五
月
八
日
也
。

五
月
一
日
、（
鄭
（
成
功
は
流
感
に
罹
っ
た
。
文
武
官
が
面
会

に
来
る
と
、
床
几
に
座
っ
て
談
論
し
た
た
め
、
人
々
は
病
気
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
病
状
が
重
く
な
っ
て
、
都
督

洪
秉
誠
が
薬
を
調
合
し
て
進
上
し
た
と
こ
ろ
、
成
功
は
そ
れ
を

地
面
に
投
げ
捨
て
、
嘆
い
て
言
う
に
は
「
国
家
が
拠
り
所
を

失
っ
て
以
来
、
戦
い
続
け
無
念
に
血
涙
を
流
す
こ
と
十
七
年
、

進
退
は
共
に
無
意
味
で
、（
自
身
が
無
力
で
あ
る
こ
と
の
（
罪
は

日
に
日
に
重
な
っ
て
い
く
。
今
ま
た
辺
境
に
身
を
か
く
し
、
つ

い
に
人
の
世
か
ら
も
離
れ
る
と
は
、
忠
孝
の
両
方
を
欠
い
て
、

死
ん
で
も
ど
う
し
て
目
を
閉
じ
ら
れ
よ
う
か
！
天
よ
！
天
よ
！

な
ぜ
孤
臣
を
こ
の
よ
う
な
運
命
に
至
ら
せ
た
の
で
す
か
！
」
足

を
乱
し
胸
を
叩
き
、
大
呼
し
て
倒
れ
た
。
時
に
年
は
三
十
九
、

五
月
八
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

江
日
昇
『
台
湾
外
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る（（（
（

。

五
月
朔
日
、
成
功
偶
感
風
寒
、
但
日
強
起
登
将
台
、
持
千
里
鏡
、

望
澎
湖
有
舟
來
否
。
初
八
日
、
又
登
台
観
望
、
回
書
室
冠
帶
、

請
太
祖
祖
訓
出
。
礼
畢
、
坐
胡
床
、
命
左
右
進
酒
。
折
閱
一
帙
、

輒
飲
一
杯
、
至
第
三
帙
、
嘆
曰
「
吾
有
何
面
目
見
先
帝
於
地
下

也
！
」
以
両
手
抓
其
面
而
逝
。

五
月
一
日
、
成
功
は
流
感
に
罹
っ
た
が
、
日
々
無
理
し
て
将
台

に
登
り
、
望
遠
鏡
を
持
っ
て
澎
湖
へ
の
来
船
の
有
無
を
確
認
し

て
い
た
。
初
八
日
、
ま
た
台
に
登
っ
て
眺
め
た
が
、
書
斎
に

戻
っ
て
衣
冠
を
正
し
、「
太
祖
祖
訓
」
を
持
っ
て
越
さ
せ
た
。

儀
礼
が
終
わ
り
、
床
几
に
座
り
、
左
右
に
命
じ
て
酒
を
注
が
せ

た
。（
太
祖
祖
訓
を
（
一
折
を
見
る
た
び
に
、
酒
一
杯
を
飲
ん
だ
。
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第
三
折
に
至
り
、
嘆
い
て
言
う
に
は
「
我
は
何
の
面
目
あ
っ
て

地
下
で
先
帝
に
ま
み
え
ん
か
！
」
両
手
で
そ
の
顔
を
掻
き
毟
り
、

死
ん
だ
。

　

楊
雲
萍
は
か
つ
て
各
種
の
鄭
成
功
の
死
亡
時
の
状
況
に
関
す
る
記

載
を
収
集
整
理
し
た
が
、
結
局
鄭
成
功
の
臨
終
の
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
？　
「「
面
目
を
か
き
破
っ
た
」
の
か
？　

あ
る
い
は
「
荒
れ

狂
っ
」
て
「
指
を
噛
ん
だ
」
の
か
？　

あ
る
い
は
「
剣
を
と
っ
て
自

ら
の
顔
を
斬
っ
た
」
の
か
？　

で
な
け
れ
ば
「
大
呼
し
て
倒
れ
た
」

の
か
？　

あ
る
い
は
「
両
手
で
顔
を
引
き
裂
い
た
」
の
か
？
「
顔
を

覆
っ
た
」
の
か
？
」（

（（
（

十
七
年
の
心
血
は
泡
に
な
り
は
て
た
の
で
あ
り
、

多
く
の
史
筆
が
彼
の
当
時
の
所
作
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
も
、
そ

の
表
現
し
た
い
も
の
は
な
べ
て
彼
が
死
に
際
し
て
恨
み
を
抱
く
の
み

だ
っ
た
と
い
う
心
情
で
あ
ろ
う
。

　
（
南
明
政
権
の
（
唐
王
は
そ
の
年
鄭
成
功
を
「
忠
孝
伯
」
に
封
じ
た

が
、
忠
・
孝
は
儒
家
文
化
中
最
も
強
調
さ
れ
る
道
徳
規
則
で
あ
る
。

現
在
の
社
会
で
も
は
じ
め
に
「
孝
」「
順
」
の
二
字
を
習
う
こ
と
か

ら
「
孝
」
の
徳
目
理
解
に
結
び
つ
け
て
い
る
が
、「
祭
祀
を
守
る
」

こ
と
が
「
士
人
の
孝
」
で
あ
る
と
す
る
伝
統
社
会
に
お
い
て
、「
不

肖
」（
父
親
に
似
な
い
こ
と
（
が
、
家
業
を
継
ぎ
家
族
を
継
続
で
き
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
理
解
の
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
一

般
に
言
う
「
忠
孝
を
両
全
で
き
ず
」
は
、
も
と
も
と
こ
の
種
の
道
徳

を
実
践
す
る
際
に
、
往
々
に
し
て
孝
子
と
忠
臣
を
分
身
し
て
果
た
せ

な
い
こ
と
の
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
鄭
成
功
は
、
支
持
擁
護
す
る

政
権
の
対
象
が
違
っ
た
こ
と
で
、
父
親
と
決
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
、
彼
が
父
親
を
捨
て
去
っ
て
挙
兵
し
明
を
守
り
清
に
抵
抗
す

る
こ
と
を
決
め
た
際
も
、
そ
の
ま
ま
「
忠
孝
伯
招
討
大
将
軍
罪
臣
国

姓
」
の
名
で
天
下
に
そ
れ
を
知
ら
し
め
た（（（
（

。「
忠
孝
伯
」
の
称
号
は

大
い
な
る
孝
行
と
忠
君
の
美
徳
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
時
に
彼
が
父
親
を
捨
て
た
事
実
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
？

　

伝
承
す
る
者
が
信
じ
て
い
る
の
は
、
鄭
成
功
は
唐
王
の
知
遇
の
恩
、

非
命
に
死
し
た
母
親
の
仇
に
報
い
る
た
め
、
清
朝
に
投
じ
た
父
親
を

捨
て
、「
昔
は
子
供
だ
っ
た
が
、
今
は
一
人
の
臣
と
な
っ
て
、
行
く

も
帰
る
も
去
る
も
留
ま
る
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
行
う
も
の
だ
」
と

言
っ
た
と
い
う（（（
（

。
し
か
し
、
孝
か
ら
移
っ
て
忠
を
行
っ
た
こ
と
で
、

最
後
は
却
っ
て
「
忠
孝
両
虧
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
「
顛

狂
」「
掩
面
」「
死
不
瞑
目
」
な
ど
、
ど
う
し
て
単
純
な
状
態
の
形
容

で
あ
り
え
よ
う
か
！　

こ
こ
か
ら
、
彼
と
同
じ
く
儒
家
文
化
の
下
で

育
っ
た
沈
葆
楨
の
眼
中
に
あ
る
、
文
化
の
深
層
に
由
来
す
る
道
徳
の

欠
落
感
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
人
生
最
大
の
「
缺
憾
」
が
見
て
取
れ
る
の
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で
あ
る
。

　

孝
か
ら
移
っ
て
忠
を
為
し
た
こ
と
で
鄭
成
功
に
と
っ
て
ま
た
別
の

層
の
「
缺
憾
」
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
文
を
捨
て
て
武
に
就
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
宋
代
以
来
、
文
を
重
ん
じ
武
を
軽
ん
ず
る
中
国
の

社
会
に
お
い
て
、
そ
れ
は
単
な
る
身
分
の
転
換
で
は
な
か
っ
た
。
鄭

亦
鄒
（
康
熙
三
十
二
年
〈
一
六
九
三
〉
の
挙
人
、
四
十
五
年
〈
一
七
〇

六
〉
に
進
士
（
の
『
鄭
成
功
伝
』
は
、
鄭
成
功
が
そ
の
決
心
を
当
日

ど
の
よ
う
に
示
し
た
か
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

成
功
雖
遇
主
列
爵
、
実
未
嘗
一
日
与
兵
枋
［
仿
］、
意
気
状
貌
、

猶
儒
士
也
。
既
力
諫
（
父
鄭
芝
龍
（
不
従
、
又
痛
母
死
非
命
、

乃
悲
歌
慷
慨
謀
起
師
。
携
所
著
儒
巾
、
襴
衫
、
赴
文
廟
焚
之
、

四
拝
先
師
、
仰
天
曰
「
昔
為
孺
子
、
今
為
孤
臣
、
向
背
去
留
、

各
有
所
用
。
謹
謝
儒
服
、
唯
先
師
昭
鑒
之
！
」
高
揖
而
去
。
禡

旗
糾
族
、
声
涙
倶
并
。

成
功
は
主
君
に
出
会
い
爵
位
を
得
た
と
は
い
え
、
実
は
そ
れ
ま

で
兵
防
の
事
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
全
く
無
く
、
そ
の
気
迫
風
貌

は
ま
だ
儒
士
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
既
に
父
親
（
鄭
芝
龍
（
を
諫

め
て
付
い
て
い
か
ず
、
ま
た
母
親
の
非
命
の
死
を
痛
み
、
悲
歌

慷
慨
し
て
軍
を
起
こ
す
こ
と
を
計
画
し
た
。
身
に
着
け
て
い
た

儒
者
の
被
り
物
・
袖
服
を
投
げ
捨
て
、
文
廟
に
行
っ
て
そ
れ
ら

を
焼
き
、
先
師
を
四
拝
し
て
天
を
仰
ぎ
言
う
よ
う
、「
昔
は
子

供
だ
っ
た
が
、
今
は
一
人
の
臣
と
な
っ
て
、
行
く
も
帰
る
も
去

る
も
留
ま
る
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
行
う
も
の
だ
。
謹
ん
で
儒
服

に
謝
し
、
た
だ
先
師
に
照
覧
い
た
だ
か
れ
ん
こ
と
を
！
」
高
く

揖
礼
を
し
て
去
っ
た
。（
そ
し
て
（
旗
を
掲
げ
一
族
を
糾
合
し
、

声
涙
共
に
下
っ
た
。

　

陳
国
棟
の
研
究
に
よ
る
と
、「
哭
廟
」「
焚
儒
服
」
は
共
に
明
末
の

「
諸
生
」
の
間
で
流
行
し
た
社
会
性
動
作
（a social gesture

（
で
あ

り
、
基
本
的
に
あ
る
種
の
ポ
ー
ズ
（gesticulation

（
と
し
て
抗
議

を
強
め
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
彼
は
、
鄭
成
功
の
行
っ
た
「
哭

廟
」
に
つ
い
て
、
あ
る
一
面
で
は
鄭
亦
鄒
の
言
う
よ
う
に
、
鄭
芝
龍

に
清
朝
に
降
伏
し
な
い
よ
う
諫
め
て
効
果
が
無
く
、
ま
た
母
親
の
非

命
の
死
を
心
痛
し
、
挙
兵
の
前
に
「
哭
廟
」
を
借
り
て
天
下
に
彼
の

決
心
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
別
の
一
面
で
は
、
家
族
・
国

家
が
遭
遇
し
た
命
運
に
対
す
る
感
情
の
吐
露
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
焚
儒
服
」
に
つ
い
て
は
、
本
来
儀
式
中
に
あ
る
べ
き
動
作
で
あ
り
、

ま
た
当
然
文
を
捨
て
武
に
就
く
宣
言
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

同
時
に
部
将
に
向
か
っ
て
決
心
を
表
明
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
だ

ろ
う（（1
（

。
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「
哭
廟
」「
焚
儒
服
」
は
明
末
の
「
諸
生
」
の
間
で
流
行
し
た
社
会

性
動
作
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
共
に
一
般
人
に
は
な
し
え
な

い
大
動
作
で
あ
っ
た
。
明
清
交
替
の
際
に
、
一
部
の
儒
生
た
ち
は

「
哭
廟
」
し
、「
焚
儒
服
」
し
て
異
姓
の
王
朝
に
仕
え
な
い
決
心
を
表

明
し
て
、
甚
だ
し
い
場
合
に
は
そ
の
後
自
害
し
国
に
殉
じ
て
い
た
。

彼
ら
と
鄭
成
功
は
等
し
く
、
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
抗
議

を
為
す
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
退
転
な
き
決

別
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
そ
の
中
に
純

粋
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
人
物
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

鄭
成
功
は
本
当
に
父
親
を
捨
て
、
父
の
命
を
二
度
と
聞
か
な
い
「
子

供
」
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
彼
は
儒
生
の
文
事
に
別
れ
を
告
げ
、
以

後
軍
旅
に
身
を
投
じ
、
武
力
に
よ
っ
て
抗
清
の
事
業
を
実
践
し
た
の

で
あ
る
。

　

文
を
捨
て
武
に
就
く
こ
と
の
伝
統
中
国
社
会
に
お
け
る
重
大
性
に

つ
い
て
は
、「
良
い
鉄
は
釘
に
な
ら
ず
、
良
い
男
は
兵
に
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
見
れ
ば
簡
単
に
理
解
で
き
、
あ
る
い
は
有

名
な
黄
仁
宇
『
万
暦
十
五
年
』
の
議
論
、
戚
継
光
の
当
時
の
苦
境
か

ら
も
認
識
で
き
よ
う
。
兵
卒
出
身
の
戚
継
光
は
一
生
文
人
士
大
夫
か

ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
黄
仁
宇
は
明
代
後
期
の

武
官
の
社
会
的
地
位
は
歴
史
上
の
最
低
点
に
ま
で
下
降
し
た
と
ま
で

述
べ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
原
因
を
、
明
朝
の
政
治
組
織
の
一
元
化
に

帰
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
元
化
の
思
想
は
二
千
年
来
の
孔
孟
の
道
、

儒
教
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
元
性
は
、
軍
隊
の
将
領
と

文
官
集
団
と
が
場
を
分
け
て
礼
を
行
う
こ
と
す
ら
許
容
せ
ず
、
将
領

た
ち
は
生
き
て
（
戦
地
に
（
出
て
死
ん
で
戻
る
も
の
と
さ
れ
、
た
と

え
大
功
を
し
ば
し
ば
建
て
た
と
し
て
も
、
そ
の
社
会
的
影
響
は
一
篇

の
見
事
な
文
章
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

た
だ
、
国
家
が
既
に
滅
び
、
そ
れ
が
ま
た
別
の
武
力
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
武
力
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
以
外
に
ど
ん

な
よ
い
解
決
方
法
が
あ
ろ
う
か
？　

然
る
に
、
鄭
成
功
は
数
十
万
の

衆
を
擁
し
、
清
朝
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と
な
っ
た
が
、
甚
だ
し
く

は
長
江
河
口
に
侵
入
し
、
軍
隊
は
南
京
城
下
に
及
び
、
充
分
に
彼
の

軍
事
の
才
能
を
披
露
で
き
た
。
た
だ
、
彼
の
勢
力
は
畢
竟
海
上
か
ら

や
っ
て
き
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
が
い
か
に
讃
嘆
し
よ
う
と
、
ま

た
後
世
の
人
々
が
い
か
に
批
評
し
よ
う
と
、
彼
は
南
京
城
下
に
半
月

駐
留
し
て
兵
を
動
か
さ
ず
、
清
人
の
緩
兵
の
計
に
か
か
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
自
身
の
水
軍
の
実
力
を
考
慮
し
て
上
陸
を
考
え
な
か
っ
た

の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
た
ふ
た
と
撤
退
し
て
兵
将
を
損
じ
た
事

実
は
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

重
い
被
害
を
被
っ
た
鄭
成
功
は
福
建
の
海
に
戻
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人



170

の
手
か
ら
台
湾
を
得
て
、
安
定
し
た
基
地
を
作
り
上
げ
た
。
た
だ
、

天
地
は
非
情
で
あ
り
、
永
暦
帝
な
き
永
暦
十
六
（
一
六
六
二
（
年
に

入
り
、
彼
の
「
缺
憾
」
人
生
に
さ
ら
に
幾
分
か
の
遺
憾
が
付
け
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
楊
雲
萍
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

正
月
中
に
、
鄭
成
功
は
父
親
の
鄭
芝
龍
や
諸
弟
が
殺
さ
れ
た
情
報
に

接
し
た
。
三
月
中
に
は
、
姻
戚
の
陳
覇
が
清
朝
に
降
伏
し
た
。
四
月

中
に
は
、
永
暦
帝
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
長
子
の
鄭
経

と
弟
の
乳
母
の
「
不
倫
」、
さ
ら
に
は
鄭
経
に
従
う
諸
将
の
抗
命
と

い
っ
た
問
題
に
直
面
し
た
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
受
け
入
れ
が
た
い
も

の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
「
感
情
激
烈
、
神
経
鋭
敏
、
個
性
が
強
い
」

鄭
成
功
で
は
何
を
か
い
わ
ん
や
、
で
あ
っ
た
だ
ろ
う（（（
（

。

　

ラ
テ
ン
語
の
諺
の“A

m
or Fati, A

m
or M

undi”
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
運
命
を
愛
し
、
世
界
を
愛
せ
よ
」
と
な
る

が
、
意
味
は
「
造
化
が
人
を
も
て
あ
そ
ぼ
う
と
も
、
自
分
の
道
を
ひ

た
す
ら
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
ら
死
期
を
悟
っ
た
鄭
成
功
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
は
や

満
た
し
よ
う
の
な
い
「
缺
憾
」
を
思
い
、
彼
が
肉
親
の
情
も
身
分
も

さ
ら
に
は
生
命
ま
で
も
な
げ
う
っ
た
「
一
生
が
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
無

い
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
顧
み
た
と
き
、
そ
の
人
生
の
終
わ
り
に

あ
た
っ
て
で
き
た
こ
と
は
た
だ
「
狂
い
」「
顔
を
掻
き
毟
る
」
だ
け

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

百
年
の
後
、
同
様
に
台
湾
に
や
っ
て
き
た
沈
葆
楨
は
、
失
敗
英
雄

の
一
生
を
鑑
み
、
彼
が
「
缺
憾
を
諸
天
地
に
還
」
し
た
の
を
想
像
し

た
。
我
々
は
彼
の
言
葉
を
信
じ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
が
歴

史
の
真
相
な
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
の
、
個
性
が
強
く
厳
格
で
せ
っ
か

ち
で
容
易
に
讒
言
を
信
じ
、
恨
み
を
忘
れ
な
い
鄭
成
功（（（
（

が
、
本
当
に

一
切
を
捨
て
去
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
沈

葆
楨
が
自
身
に
む
け
た
期
待
で
あ
り
、
鄭
成
功
を
こ
の
よ
う
な
問
題

に
か
か
ず
ら
わ
せ
る
必
要
は
な
い
。
既
に
述
べ
た
伝
統
文
化
気
風
の

分
析
を
通
じ
て
、
沈
葆
楨
が
何
故
「
缺
憾
」
の
二
字
で
鄭
成
功
の
一

生
を
形
容
し
よ
う
と
し
た
か
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
た
だ
、

こ
の
「
缺
憾
」
が
な
ぜ
沈
葆
楨
に
「
創
格
」
と
見
做
さ
れ
、
そ
の
目

的
が
「
完
人
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
評
価
と
意
義
に
つ
い

て
は
、
沈
葆
楨
の
い
た
時
代
と
新
し
い
価
値
・
理
念
の
結
合
に
つ
い

て
、
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

三　
「
創
格
完
人
」の
期
待
─
沈
葆
楨
の
人
と
時
代

─

　

人
生
の
終
点
に
た
ど
り
着
き
、
自
身
を
既
に
過
去
の
も
の
と
し
て
、

そ
の
や
り
直
せ
な
い
人
生
の
「
缺
憾
」
を
見
直
し
た
と
き
、
自
身
は

結
局
「
忠
孝
両
虧
」
の
鄭
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
た
の
で
は
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な
い
か
。
同
治
十
三
（
一
八
七
四
（
年
に
鄭
成
功
の
た
め
に
聯
句
を

書
き
下
ろ
し
た
沈
葆
楨
は
、
そ
の
時
ま
さ
に
台
湾
を
閩
浙
の
海
防
体

系
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
て
、
台
湾
に
て
防
衛
体
制
の
構
築
に
力
を

注
ぐ
か
た
わ
ら
、
山
地
の
先
住
民
族
慰
撫
も
行
っ
て
い
た
。
そ
も
そ

も
沈
葆
楨
が
台
湾
に
来
た
の
は
、
牡
丹
社
の
生
蕃
が
琉
球
難
民
を
殺

害
し
た
こ
と
を
口
実
に
し
た
日
本
の
台
湾
出
兵
が
原
因
で
あ
っ
た
。

時
に
総
理
船
政
大
臣
で
あ
っ
た
沈
葆
楨
は
、
皇
帝
の
指
示
を
受
け
て

対
岸
の
福
州
か
ら
、「
兵
と
汽
船
を
領
し
、
巡
閲
を
名
目
に
、
台
湾

の
生
蕃
地
帯
に
行
っ
て
観
察
」
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
、
彼
が
ま
だ

出
発
し
な
い
う
ち
に
、
日
本
が
既
に
出
兵
し
て
琅
橋
（
現
在
の
屏
東

恒
春
（
な
ど
に
上
陸
し
、
台
湾
が
海
防
上
の
重
要
性
か
ら
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
彼
は
改
め
て
欽
差
大
臣
辦
理
台
湾
海
防

兼
理
各
国
事
務
に
任
命
さ
れ
た（（（
（

。

　

福
建
を
離
れ
る
前
、
沈
葆
楨
は
既
に
台
湾
防
衛
に
関
す
る
方
針
を

考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
外
交
と
共
同
す
る
」「
兵
器
を
備
え
る
」

「
人
材
を
集
め
る
」「
情
報
に
通
じ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
項

目
は
ご
く
一
般
的
な
方
針
の
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
新
思
考
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。「
兵
器
を
備
え
る
」
と
い
う
の
は
、

鉄
甲
艦
・
水
雷
・
新
式
銃
・
巨
砲
を
購
入
し
て
戦
力
を
充
実
さ
せ
る
、

と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
情
報
に
通
じ
る
」
と
は
、
福
州

か
ら
厦
門
経
由
の
台
南
間
に
電
話
線
を
敷
設
す
る
こ
と
を
申
請
し
、

情
報
伝
達
の
便
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
項
目
は
沈
葆
楨
が

「
洋
務
運
動
」
に
参
加
し
、
そ
こ
で
生
じ
た
海
防
建
設
の
理
念
と
関

係
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

洋
務
運
動
が
自
強
運
動
と
同
等
に
見
做
せ
る
か
ど
う
か
は
、
我
々

の
清
末
改
革
の
歴
史
認
識
が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
及
ぶ
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
を
ど
う
名
付
け
よ
う
と
も
、
確
か
に
そ

れ
ら
運
動
は
相
互
包
摂
の
関
係
に
あ
っ
て
、
清
末
の
一
連
の
改
革
運

動
の
先
発
し
た
一
環
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
背
景
と
な
る
思
想
の
ひ
と

つ
は
、
西
洋
の
機
械
・
技
術
を
輸
入
し
て
軍
備
の
充
実
を
図
る
洋
務

論
で
あ
っ
た（（（
（

。
清
末
の
政
治
改
革
活
動
は
、
中
国
の
現
代
化
と
西
洋

化
傾
向
に
関
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
か
つ
て
学
界
で
は
熱
い
討

論
が
行
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
で
あ
る
Ｊ
・
Ｋ
・
フ
ェ
ア
バ
ン

ク
は
、
改
革
の
起
因
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
清
朝
が
国
際
社
会
に
強
制
的

に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
、
西
洋
の
刺
激
に
対
す
る
反
応
で

あ
る
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
系
の
学
者
で
あ
る
劉
広
京

（K
w

ang-ching, Liu

（
は
、
改
革
は
外
圧
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
乾
隆
以
来
の
人
口
・
吏
治
な
ど
の
内
部
問
題
が
併
せ
て
考
慮
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
伝
統
的
士
大
夫
階
層
の
い
わ
ゆ

る
「
経
世
致
用
」
の
追
求
の
結
果
で
も
あ
っ
た
と
強
調
し
て
い
る
。
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あ
る
学
者
は
、
晩
清
の
思
想
は
「
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
」
の

み
な
ら
ず
、
伝
統
の
衝
撃
を
も
受
け
た
の
だ
と
し
て
い
る（（（
（

。
た
だ
、

改
革
の
起
因
が
何
で
あ
れ
、
西
洋
人
の
中
国
に
も
た
ら
す
脅
威
を
解

決
し
、
清
朝
政
権
を
保
ち
、
伝
統
文
化
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の

明
確
な
最
重
要
目
的
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
清
帝
国

の
政
権
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
伝
統
固
有
の
文
化
も
守
る

こ
と
が
で
き
ず
、
洋
務
か
ら
変
法
へ
、
そ
し
て
革
命
に
至
る
こ
と
に

な
り
、
帝
制
、
清
朝
と
一
歩
ず
つ
捨
て
去
り
、
最
後
に
は
中
国
の
伝

統
の
核
心
た
る
孔
子
と
経
書
を
も
捨
て
去
る
過
程
で
あ
っ
た
。

　

近
年
中
国
の
民
間
人
が
提
起
し
た
「
明
滅
亡
以
降
、
中
華
国
家
は

無
か
っ
た
」
式
の
論
法
は
、
鄭
成
功
の
直
面
し
た
明
の
滅
亡
と
清
の

興
起
が
、
単
な
る
伝
統
帝
制
中
国
に
お
け
る
王
朝
交
代
に
留
ま
ら
ず
、

文
明
の
存
亡
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

満
洲
人
の
建
て
た
清
王
朝
は
、
結
局
儒
家
の
思
想
学
術
を
継
承
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
清
末
の
西
力
東
漸
、
中
国
と
西
洋
が
出
会
っ
た
結

果
、
武
力
上
の
西
風
に
よ
る
東
風
の
圧
倒
の
み
な
ら
ず
、
中
華
帝
国

に
迫
っ
て
内
部
か
ら
根
本
的
な
変
化
を
起
こ
し
、
帝
国
を
民
国
に
変

え
満
清
を
中
華
に
変
え
て
、
そ
し
て
最
後
に
は
新
文
化
運
動
に
よ
り

「
孔
家
店
の
打
倒
」
が
述
べ
ら
れ
、
根
本
的
に
孔
子
と
そ
の
思
想
が

否
定
さ
れ
、「
全
面
的
西
欧
化
」
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

沈
葆
楨
の
遭
遇
し
た
も
の
は
、
そ
の
実
こ
の
波
濤
の
第
一
波
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
彼
が
参
画
し
た
自
強
運
動
は
、
伝
統
帝
制
中
国
が
西

方
列
強
に
直
面
し
て
変
化
を
希
求
し
た
第
一
歩
に
過
ぎ
ず
、
追
い
求

め
た
の
も
海
軍
力
強
化
を
重
ん
じ
る
だ
け
の
洋
務
で
あ
っ
た
。
制
度

上
か
ら
の
改
革
企
図
は
、
遂
に
は
君
民
が
合
同
で
統
治
を
行
う
こ
と

を
望
む
変
法
へ
と
至
っ
た
。
満
清
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
民
国
を
創
立

す
る
こ
と
を
企
図
し
た
革
命
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
真
に
人
心
を
揺

り
動
か
し
た（（（
（

。

　

洋
務
運
動
の
背
景
に
あ
る
指
導
的
思
想
で
あ
る
洋
務
論
と
は
、
そ

の
目
的
が
「
夷
狄
の
長
ず
る
技
術
を
以
て
夷
狄
を
制
す
る
」
こ
と
に

あ
る
と
は
い
え
、
最
終
的
に
は
夷
狄
の
長
所
を
認
め
、
夷
狄
の
学
問

に
則
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
思
考
の
重
点
は
ど
の
よ
う

に
軍
備
を
充
実
さ
せ
て
自
ら
が
強
い
状
態
を
求
め
る
の
か
、
に
あ
っ

た
。
言
葉
を
換
え
る
な
ら
、
鄭
成
功
は
お
そ
ら
く
華
夷
の
弁
別
・
隔

離
に
は
直
面
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
ん
な
彼
に
沈
葆
楨
が
最
も
衝
撃

を
受
け
連
帯
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、
文
を
捨
て
武
に
就
い
た
と
い
う

事
実
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

沈
葆
楨
の
生
涯
を
描
写
す
る
各
種
伝
記
に
お
い
て
、
必
ず
示
さ
れ

る
の
は
、
彼
の
舅
（
岳
父
（
が
中
国
近
代
史
上
の
有
名
人
、
つ
ま
り

改
革
を
追
究
し
、
ア
ヘ
ン
禁
圧
に
よ
っ
て
ア
ヘ
ン
戦
争
を
引
き
起
こ
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し
た
林
則
徐
（
一
七
八
五
～
一
八
五
〇
（
で
あ
る
こ
と
で
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
沈
葆
楨
に
与
え
た
影
響
が
強
調
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
一
方
で
、

彼
と
洋
務
論
の
重
要
な
思
想
家
で
あ
る
馮
桂
芬
（
一
八
〇
九
～
一
八

七
四
。
彼
は
林
則
徐
の
自
慢
の
弟
子
で
あ
っ
た
（
な
ど
の
人
物
と
早
く

か
ら
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
沈
葆
楨
を
し
て
真
に
洋
務

へ
と
導
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
現
実
の
情
勢
と
彼
自
身
の
具
体
的
に

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
個
性
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、

沈
葆
楨
は
洋
務
運
動
の
な
か
で
思
想
上
の
牽
引
者
で
は
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
そ
の
実
践
面
か
ら
み
れ
ば
、
彼
は
福
州
の
船
廠
（
造
船

所
（
で
は
八
年
の
長
き
に
渡
っ
て
建
設
に
努
力
し
て
お
り
、
十
分
に

同
治
中
興
の
時
期
の
洋
務
を
実
質
的
に
領
導
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
治
六
（
一
八
六
七
（
年
と
同
治
十

三
（
一
八
七
四
（
年
の
二
度
、
洋
務
に
関
す
る
政
策
の
弁
論
を
行
っ

た
際
、
彼
は
改
革
と
洋
務
の
一
体
性
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。

　

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ポ
ン
（
龐
百
騰
（
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
文
館
の

天
文
数
学
部
増
設
か
ら
、
日
本
の
台
湾
侵
入
事
件
の
処
理
ま
で
、
沈

葆
楨
は
一
貫
し
て
「
変
」
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
程
朱
理
学

の
大
家
で
あ
る
倭
仁
（
一
八
〇
四
～
一
八
七
一
（
な
ど
が
固
有
の
人

材
育
成
方
式
の
堅
持
を
主
張
し
提
出
し
た
い
わ
ゆ
る
「
立
国
の
道
、

礼
儀
を
尚
ん
で
権
謀
を
尚
ば
ず
、
根
本
の
図
、
人
心
に
在
り
て
技
芸

に
在
ら
ず
」
の
質
疑
に
対
し
、
沈
葆
楨
は
同
意
し
、「
中
国
の
心
ば

え
を
以
て
外
国
の
技
巧
に
通
じ
る
は
可
な
り
。
外
国
の
気
風
を
習
っ

て
中
国
の
性
情
を
変
え
る
の
は
不
可
な
り
」
と
い
う
。
た
だ
、
彼
も

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
自
強
の
処
方
」
は
、「
善
く
変
え
る
」
も
の
に

よ
っ
て
こ
そ
「
持
久
」
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
言
葉
を
換

え
れ
ば
、
伝
統
の
物
差
し
が
新
時
代
の
問
題
を
有
効
に
処
理
で
き
な

い
場
合
、
改
変
を
加
え
る
こ
と
が
必
須
で
あ
ろ
う
。
伝
統
を
固
守
す

る
者
に
相
対
し
た
場
合
、「
善
く
変
わ
る
」
こ
と
は
疑
い
な
く
あ
る

種
の
「
創
格
」
で
あ
る
。
何
事
を
変
え
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た
ど
の

よ
う
に
変
え
る
べ
き
か
、
当
然
沈
葆
楨
も
ま
た
模
索
の
段
階
を
経
験

し
て
い
た
が
、
彼
は
早
い
段
階
で
中
国
と
西
洋
の
間
に
技
術
上
の
格

差
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
彼
を
ト
ッ
プ
と
し
た
建
設
で

は
、
西
洋
の
方
法
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
か
つ
「
こ
の
時
に
自
強
を

求
め
な
い
の
は
道
理
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
た（（（
（

。

　

沈
葆
楨
が
洋
務
に
積
極
的
に
取
り
組
み
譲
ら
な
か
っ
た
の
は
、
あ

る
部
分
で
は
彼
自
身
の
予
測
で
あ
り
、
あ
る
部
分
で
は
福
州
船
廠
で

の
実
体
験
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
興
を
求
め
た
自
強
運
動
の
な
か
で
、

船
廠
の
経
営
は
海
防
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
商
業
・
航
運
の
需
要
も

計
算
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
他
の
洋
務
施
策
と
同
様
に
目

標
は
曖
昧
で
あ
り
、
実
際
の
運
営
に
お
い
て
動
揺
を
生
み
だ
し
た
。
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船
政
大
臣
の
経
験
は
、
沈
葆
楨
に
は
幅
広
い
改
革
の
実
行
と
近
代
化

事
業
の
促
進
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
が
、
彼
自
身
は
自
分
の
任
期

内
で
船
廠
に
伝
統
的
環
境
の
中
で
は
ベ
ス
ト
な
運
用
と
拡
大
を
も
た

ら
し
た
だ
け
に
留
ま
り
、
人
々
の
思
考
や
方
法
を
真
に
改
変
す
る
に

は
及
ば
な
か
っ
た
。
歴
史
学
者
は
後
か
ら
の
眺
め
で
、
沈
葆
楨
の
努

力
、
及
び
そ
の
直
面
し
た
人
事
・
経
費
・
管
理
等
の
問
題
を
検
討
す

る
。
だ
が
、
沈
葆
楨
自
身
は
伝
統
文
化
の
思
考
様
式
に
浸
か
っ
て
お

り
、
彼
に
つ
い
て
言
え
ば
、
社
会
的
問
題
は
儒
家
思
想
本
体
の
欠
陥

か
ら
来
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
思
想
か
ら
背
い
た
た
め
に

起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る（（1
（

。

　

同
治
十
三
（
一
八
七
四
（
年
の
日
本
の
台
湾
出
兵
事
件
は
、
沈
葆

楨
の
人
生
を
台
湾
と
結
び
付
け
、
二
百
年
前
の
鄭
成
功
と
交
差
さ
せ

た
。
沈
葆
楨
は
同
治
甲
戌
の
年
の
五
月
二
十
四
日
（
一
八
七
四
年
七

月
七
日
（
に
台
湾
に
到
着
し
た
が
、
彼
が
家
族
に
宛
て
た
最
初
の
手

紙
の
中
で
、
彼
の
台
湾
に
対
す
る
第
一
の
印
象
を
挙
げ
て
い
る
。

初
四
抵
台
湾
、
上
岸
之
難
与
他
処
海
口
迥
不
相
同
、
蓋
無
避
風

之
澳
故
也
。
滄
海
桑
田
、
所
謂
鹿
耳
門
者
、
今
無
港
矣
。
城
市

湫
溢
、
臭
不
可
近
、
居
民
官
舍
皆
低
矮
不
及
內
地
之
半
。
其
民

俾
晝
作
夜
、
日
荒
于
嬉
、
洵
所
謂
異
方
之
楽
也
。

初
四
日
に
台
湾
に
至
り
ま
し
た
が
、
上
陸
の
難
し
さ
は
他
の
海

港
と
は
違
い
、
こ
れ
は
風
除
け
の
入
り
江
が
無
い
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
海
と
田
畑
が
広
が
り
、
い
わ
ゆ
る
「
鹿
耳
門
」

（
外
海
と
入
り
江
を
繋
ぐ
水
路
（
と
い
う
も
の
は
い
ま
港
に
あ
り

ま
せ
ん
。
街
は
狭
苦
し
く
悪
臭
が
立
ち
込
め
て
、
民
居
も
官
舎

も
丈
が
低
く
内
地
の
半
分
に
も
及
び
ま
せ
ん
。
そ
の
民
は
昼
夜

逆
転
し
、
日
々
生
活
が
乱
れ
て
い
ま
す
が
、
誠
に
い
わ
ゆ
る

「
異
方
之
楽
」（
夷
地
の
音
楽
は
人
の
心
を
故
郷
へ
の
思
い
か
ら
悲

し
ま
せ
る
（
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か（（（
（

。

　

こ
こ
に
は
、
彼
が
「
洪
荒
此
の
山
川
を
留
め　

遺
民
世
界
を
作

す
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
当
初
そ
の
よ
う
な
称
賛
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
現
実
を
認
識
す
る
彼
は
、
一
方
で
は

外
交
的
に
問
題
を
解
決
し
、
同
時
に
積
極
的
に
防
衛
施
策
を
行
っ
て

い
た
。

　

嘗
て
政
策
論
争
の
中
で
改
革
を
強
調
し
、
船
廠
の
経
営
に
て
洋
務

を
実
習
し
た
沈
葆
楨
は
積
極
的
に
変
化
を
求
め
る
心
情
を
持
っ
て
西

洋
の
施
設
を
導
入
し
、
も
と
も
と
清
の
朝
廷
か
ら
鶏
肋
弾
丸
の
地
と

見
ら
れ
て
い
た
台
湾
で
そ
の
建
設
を
進
め
た
。
ま
た
一
方
で
、
彼
は

地
方
士
紳
が
清
朝
に
鄭
成
功
の
祠
建
設
を
申
請
す
る
の
に
協
力
し
て
、

鄭
成
功
の
歴
史
的
身
分
・
地
位
を
調
整
し
た
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
の
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清
朝
領
域
内
の
位
置
づ
け
を
再
定
義
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
ま
だ
沈
葆
楨
が
ど
の
よ
う
に
鄭
成
功
を
認
識
し
、
ど
の
よ

う
に
鄭
氏
の
歴
史
を
知
り
得
た
の
か
を
知
ら
な
い
。
だ
が
、
鄭
成
功

の
「
正
道
」
を
堅
持
す
る
こ
と
を
図
っ
た
人
生
に
対
し
、
彼
が
観
察

し
重
要
視
し
た
の
は
、
単
に
気
概
と
忠
節
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　

皇
帝
王
朝
の
構
造
に
は
、
社
会
全
体
の
安
定
を
求
め
る
た
め
、
伝

統
を
重
ん
じ
て
改
革
を
喜
ば
な
い
文
化
気
風（（（
（

が
あ
り
、
沈
葆
楨
自
身

も
経
験
し
て
い
た
。
鄭
成
功
が
「
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
無
い
一
生
」
に

直
面
し
、
文
化
伝
統
に
背
く
決
断
を
し
た
と
み
な
し
て
、
沈
葆
楨
は

そ
れ
を
「
缺
憾
」
と
理
解
し
、
そ
の
中
に
「
創
格
」
を
見
出
し
て
い

た
。「
缺
憾 

諸
天
地
に
還
り
」
と
は
、
鄭
成
功
に
対
す
る
慰
め
だ
け

で
は
な
く
、
彼
が
自
身
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ち
い
ち
聖
人
に
依
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
伝
統
文
化
に
お
い

て
、
ず
っ
と
多
数
の
衆
人
と
対
抗
す
る
自
我
が
期
待
で
き
よ
う
か
。

た
と
え
困
難
障
害
や
何
ら
か
の
不
足
が
あ
っ
て
も
、「
善
く
変
化
す

る
」「
創
格
完
人
」
の
典
型
は
昔
か
ら
あ
り
続
け
た（（（
（

。
少
な
く
と
も

彼
自
身
が
生
き
て
い
る
間
は
、
努
力
し
成
功
の
機
会
を
窺
い
続
け
た

の
で
あ
る
。
矛
盾
的
な
の
は
、
鄭
成
功
も
沈
葆
楨
も
、
彼
ら
の
「
創

格
」
の
由
来
は
、
彼
ら
の
因
っ
て
立
つ
あ
る
種
の
過
去
を
守
ろ
う
と

し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
で
も
あ
り
、
文
化
的
で
も
あ
っ

た
。

　

鄭
成
功
の
「
一
生
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
無
い
」
こ
と
の
「
缺
憾
」
と

比
べ
、
沈
葆
楨
は
疑
い
な
く
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
歴
史
の
過
程

中
、
彼
は
時
が
味
方
し
な
い
的
な
感
慨
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

万
策
尽
き
た
よ
う
な
無
力
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
鄭
成
功
の

た
め
の
聯
句
を
書
い
た
際
に
は
、
洋
務
の
遂
行
が
困
難
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
中
国
を
救
う
た
め
に
は
洋
務
に
ひ
た
す
ら
頼
る
ほ
か
な
く
、

清
朝
の
命
運
を
保
つ
に
は
自
強
の
他
に
な
い
と
い
う
歴
史
事
実
は
未

だ
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
光
緒
五
（
一
八
七
九
（
年
、
沈

葆
楨
は
両
江
総
督
の
在
任
中
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
臨
終
に
も
遺
疏

を
口
述
さ
せ
、
鉄
甲
船
が
未
だ
製
造
出
来
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
て

い
た（（（
（

。
五
年
後
の
一
八
八
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
極
東
艦
隊
が
閩
江
口

に
侵
入
し
、
馬
尾
船
廠
を
砲
撃
し
て
、
彼
の
注
い
だ
心
血
が
水
の
泡

に
な
る
こ
と
を
、
彼
は
知
ら
な
か
っ
た
。
清
朝
皇
帝
に
忠
義
を
尽
く

し
、
太
平
天
国
を
討
伐
し
、
儒
家
文
化
を
護
っ
た
彼
は
、
一
九
一
一

年
の
辛
亥
革
命
で
民
国
が
成
立
し
、
清
朝
皇
帝
が
退
位
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
九
年
後
に
は
学
生
た
ち
が
北
京
の
街
頭
に
集
ま
っ
て
、

「
打
倒
孔
家
店
」
を
高
ら
か
に
叫
ぶ
の
を
、
も
ち
ろ
ん
見
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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四　

歴
史
的
存
在
の
意
義
─
む
す
び
に
代
え
て

─

　

過
去
は
既
に
終
わ
っ
た
。
顧
み
て
歴
史
を
尋
ね
る
な
ら
、
そ
こ
に

は
理
由
が
必
要
で
あ
り
、
結
局
過
去
は
全
て
過
ぎ
去
っ
た
も
の
で
あ

り
、
残
さ
れ
た
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
か
、
或
い
は
ど
の

よ
う
に
見
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？　

人
事
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
み
る

な
か
で
、
少
な
か
ら
ず
誤
解
を
被
り
、
ま
た
少
な
か
ら
ず
埋
没
し
た

も
の
が
あ
る
。
我
々
は
過
去
を
再
構
築
／
連
結
す
る
こ
と
を
試
み
る

が
、
そ
の
目
的
は
当
時
に
還
る
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
現
在
を
理

解
す
る
こ
と
な
の
か
、
は
た
ま
た
未
来
を
迎
え
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

沈
葆
楨
の
聯
句
に
結
び
付
け
ら
れ
た
、
鄭
成
功
の
人
と
そ
の
生
涯

は
、
確
か
に
人
の
感
動
を
生
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
果
た
し

て
ど
れ
ほ
ど
の
動
か
し
が
た
い
事
実
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
缺

憾
」
そ
し
て
「
創
格
」
を
語
る
こ
と
で
は
、
沈
葆
楨
自
身
が
置
か
れ

た
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
鄭
成
功
に

対
す
る
肯
定
は
、
或
い
は
確
か
に
台
湾
の
民
心
を
籠
絡
す
る
た
め
に

必
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
彼
自
身
が
行
う
こ

と
の
た
め
に
か
つ
て
の
典
型
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

彼
が
鄭
成
功
に
見
た
の
は
、
過
去
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
で
も
あ
っ

た
。

　

私
の
専
攻
は
宋
代
の
歴
史
で
あ
る
。
洋
務
運
動
の
中
で
選
ば
れ
て

英
国
に
留
学
し
て
海
軍
を
学
び
、
後
に
西
洋
の
経
典
を
翻
訳
し
そ
の

知
識
の
導
入
を
図
っ
た
厳
復
（
一
八
五
四
～
一
九
二
一
（
は
、
熊
純

如
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
古
人
好
読
前
四
史
、
亦
以
其
文
字
耳
。
若
研
究
人
心
、
政
俗

之
変
、
則
趙
宋
一
代
歴
史
最
宜
究
心
。
中
国
所
以
成
為
今
日
現

象
者
、
為
善
為
惡
、
姑
不
具
論
、
而
為
宋
人
之
所
造
就
、
什
八

九
可
断
言
也
。
中
国
今
日
無
論
是
好
是
壊
、
宋
作
成
之
一
。」

昔
の
人
々
は
好
ん
で
前
の
四
史
を
読
ん
だ
が
、
そ
れ
は
文
字
面

を
追
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
人
心
や
政
治
風
俗
の
変
化
を
研

究
す
る
な
ら
、
趙
宋
一
代
の
歴
史
こ
そ
、
最
も
心
を
尽
く
す
べ

き
も
の
だ
。
中
国
の
今
日
の
現
象
の
原
因
は
、
善
か
悪
か
は
さ

て
お
き
、
宋
人
が
造
っ
た
も
の
が
十
に
八
九
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
。
中
国
の
今
日
の
何
が
良
く
て
何
が
悪
い
か
は
、
宋
が
成

し
た
も
の
だ（

（（
（

。

　

宋
代
史
を
学
ぶ
人
々
は
常
に
こ
の
言
葉
を
励
み
に
し
、
宋
代
史
を

研
究
す
る
こ
と
の
重
要
を
説
く（（（
（

。
し
か
し
、
宋
代
が
結
局
「
今
日
」

に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
、
宋
代
史
の
研
究
の
中
に
留
ま
る
の
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で
は
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
鄭
成
功
か
ら
沈
葆
楨
に
至
る
間
、

彼
ら
が
直
面
し
た
の
は
正
に
宋
よ
り
流
れ
来
た
る
伝
統
文
化
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
華
と
夷
、
文
と
武
、
さ
ら
に
は
忠
と
孝
と
い
っ
た
思
考

で
あ
り
、
全
て
宋
代
に
思
想
と
現
実
の
衝
突
と
転
折
を
経
た
も
の
で

あ
る
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
概
念
の
指
導
的
作
用
に
思
想
の
硬
直
化

を
見
て
取
る
が
、
一
方
で
は
そ
の
文
化
と
し
て
の
強
さ
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
生
の
選
択
に
影
響
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
沈

葆
楨
と
鄭
成
功
の
自
己
の
人
生
行
路
の
選
択
が
似
た
見
か
け
を
し
て

い
る
の
は
、
共
に
そ
の
文
化
思
考
の
中
に
留
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
二
人
の
選
択
は
、
愛
国
・
忠
君
、
そ
し
て
個
人
の
人
生
設
計

を
犠
牲
に
し
て
集
団
の
利
益
を
護
る
と
い
っ
た
理
念
・
理
想
に
引
き

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
で
は
容
易
に
義
と
利
の
弁
別
と
道
徳

的
水
準
の
向
上
に
帰
せ
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
権
威
者
の
広
め
た
思

考
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
そ
の
資
料
の
信
用
度
を
質
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
も
し
現
代
経
済
学
の
利
に
向
か
う
思
惟
を
加
え

た
な
ら
、
或
い
は
軽
視
で
き
な
い
両
者
の
間
の
振
り
子
か
ら
、
そ
の

思
考
に
お
け
る
個
人
あ
る
い
は
文
化
の
偏
向
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う（（（
（

。

　

結
果
論
と
し
て
は
、
鄭
成
功
と
沈
葆
楨
は
共
に
失
敗
し
た
悲
劇
の

英
雄
で
あ
り
、
悲
劇
た
る
ゆ
え
ん
は
、「
正
確
」
に
時
代
の
風
向
き

を
捉
え
、
相
手
を
撃
退
し
勝
利
し
「
成
功
」
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
失
敗
し
て
も
「
寇
」
の
名
を
被
せ
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
却
っ
て
英
雄
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
の
に
は
、
後

世
の
歴
史
記
述
者
の
時
代
状
況
と
関
わ
っ
て
い
る
。
沈
葆
楨
は
中
国

と
西
洋
が
交
差
す
る
時
局
に
あ
っ
て
鄭
成
功
を
再
発
見
し
た
が
、
そ

れ
は
復
明
が
果
た
せ
ず
も
「
缺
憾
」
を
諸
天
地
に
還
し
た
「
創
格
完

人
」
と
し
て
で
あ
っ
た
。
モ
ダ
ン
─
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
転
折
の
間
に

い
る
我
々
に
と
っ
て
、
歴
史
を
読
む
意
義
を
新
た
に
考
え
る
時
に
あ

た
り
、
沈
葆
楨
が
洋
務
運
動
に
あ
っ
て
自
我
を
ど
う
定
め
た
か
を
検

討
し
、
そ
の
心
情
を
読
み
解
く
べ
き
で
あ
る
。
違
う
人
物
が
違
う
時

点
で
振
り
返
る
際
に
、「
歴
史
」
は
違
う
意
義
を
持
っ
て
現
れ
て
別

の
歴
史
叙
述
を
形
成
す
る
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
記
述
し
た
者
と

そ
の
時
代
に
結
び
付
く
の
で
あ
る
。

（
（
（  

（
訳
者
注
（
題
名
に
も
あ
る
「
缺
憾
」
と
「
創
格
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
語
感
を
生
か
す
た
め
、
以
後
も
原
文
の
ま
ま
表
記
す
る
。

な
お
、
辞
書
的
に
は
「
缺
憾
」
は
「
満
足
で
き
ず
遺
憾
に
思
う
感

覚
」
で
あ
り
、「
創
格
」
は
「
新
た
な
風
格
・
方
式
（
を
作
り
上

げ
る
（」
と
い
う
意
味
と
な
る
が
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
微
細
さ

を
行
間
か
ら
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
（
（  

チ
ェ
コ
の
経
済
学
者
で
あ
るT

om
as Sedlacek

は
、
そ
の
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『
善
悪
経
済
学 E

conom
ics of G

ood and E
vil 

』（
劉
道
捷
訳
、

新
北
、
大
牌
出
版
、
二
〇
一
三
年
（
の
中
で
、
経
済
学
が
も
と
も

と
価
値
中
立
の
学
科
を
標
榜
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
思
考
を
巡

ら
せ
、
経
済
学
は
世
界
を
描
き
出
す
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
一
〇

頁
（。
経
済
学
者
は
す
べ
か
ら
く
「
我
々
は
な
ぜ
人
類
が
何
者
か

と
考
え
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
人
類
が
自
由
に
選
択
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
信
念
へ
と
結
び
つ
く
（
四
一
一
頁
（
と
い
う
。

（
（
（  

連
横
が
編
纂
し
、
そ
の
自
序
に
「
古
今
の
台
湾
に
関
わ
り
の
あ

る
詩
を
集
め
た
」
と
す
る
『
台
湾
詩
乗
』（
南
投
、
台
湾
省
文
献

委
員
会
、
一
九
九
二
年
（
の
巻
五
で
は
、
最
初
の
句
に
つ
い
て

「
開
〝
千
〟
古
得
未
曾
有
之
奇
」
と
す
る
（
一
九
五
頁
（。
易
順
鼎

『
盾
墨
拾
餘
』
巻
六
「
魂
南
記
」
一
七
頁
下
（『
清
代
詩
文
集
彙

編
』
七
八
五
冊
に
収
録
の
琴
志
樓
集
影
清
光
緖
二
十
二
年
刻
哭
盦

叢
書
本
、
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
（
に
は
、
光

緒
二
十
一
年
八
月
己
巳
朔
に
延
平
王
祠
に
参
詣
し
、
沈
文
肅
の

作
っ
た
祠
の
聯
句
を
見
た
も
の
と
し
て
「
開
〝
千
〟
古
得
未
曾
有

之
奇
…
…
〝
成
〟
創
格
完
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
胡
傳

の
光
緒
十
八
年
十
月
十
五
日
の
日
記
（
胡
傳
「
台
湾
日
記
与
稟

啓
」『
台
湾
文
献
叢
刊
』
第
七
一
種
、
台
北
、
台
湾
銀
行
経
済
研

究
室
、
一
九
六
〇
年
に
収
録
（
に
は
、「
火
神
廟
・
文
昌
宮
・
延

平
王
廟
の
三
か
所
を
奉
り
、
人
を
派
遣
し
て
香
を
焚
か
せ
た
。

…
…
侯
官
沈
文
肅
公
が
鄭
延
平
郡
王
に
題
し
た
廟
の
楹
聯
は
、

『
開
〝
千
〟
古
得
未
曾
有
之
奇
、
洪
荒
留
此
山
川
、
作
〝
逸
〟
民

世
界
。
…
…
』」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
楊
雲
萍
が
一
九

五
〇
年
に
書
い
た
「
延
平
郡
王
祠
的
楹
聯
」（
同
『
南
明
研
究
与

台
湾
文
化
』
台
北
、
台
湾
風
物
雜
誌
社
、
一
九
九
三
年
に
収
録
（

に
は
、『
台
湾
詩
薈
』
第
六
号
の
千
尺
「
榕
西
聯
蕞
」
の
記
録
が

引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
聯
句
の
文
字
と
現
在
の
延
平
郡

王
祠
に
掛
か
っ
て
い
る
楹
聯
の
文
字
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
連
橫

が
創
り
、
民
国
十
三
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
『
台
湾
詩
薈
』
第
六

号
（
影
印
本
、
台
北
、
成
文
出
版
社
、
一
九
七
七
年
（
を
確
認
し

て
も
、
文
字
は
同
じ
で
あ
る
。

（
（
（  

沈
葆
楨
『
沈
文
肅
公
牘
』
巻
四
「
巡
台
四 

復
呉
桐
雲
」（
福
建

省
文
史
研
究
館
編
『
福
建
叢
書
』
第
二
輯
、
影
印
福
建
図
書
館
蔵

鈔
本
、
揚
州
、
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
七
年
、
二
四
四

～
二
四
六
頁
（。

（
（
（  

原
詩
は
「
隆
武
已
薨
永
明
虜
、
樓
船
百
戦
幾
会
閒
。
聲
名
嶺
海

漳
潮
外
、
気
概
孫
郎
伯
仲
間
。
身
死
猶
存
明
正
朔
、
節
堅
何
異
宋

厓
山
。
遺
臣
天
語
分
明
在
、
穢
筆
従
今
要
盡
刪
。」
で
あ
る
。

（
清
（
呉
大
廷
『
小
酉
腴
山
館
詩
集
』
巻
七
「
詠
延
平
王
朱
成

功
」（『
清
代
詩
文
集
彙
編
』
六
九
八
冊
、
影
清
光
緒
五
年
刻
本
、

上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
に
収
録
（
を
参
照
。

（
（
（  

『
沈
文
肅
公
政
書
』
巻
五
（『
近
代
中
国
史
料
叢
刊
』
第
六
輯
、

台
北
、
文
海
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、
二
四
頁
上
～
二
五
頁
上
（。

（
（
（  

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』（
桂
林
、

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
（
中
の
序
号
二
一
「
光
緒

元
年
正
月
初
十
日
條
」（
八
頁
（。

（
（
（  

台
湾
の
民
間
で
私
的
に
鄭
成
功
を
祀
る
場
合
、
清
朝
の
耳
目
を
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避
け
る
た
め
、「
開
山
王
廟
」
ま
た
は
「
大
人
廟
」「
王
公
」
な
ど

を
名
称
と
し
て
い
た
。
鄭
道
聰
「
台
南
延
平
郡
王
祠
沿
革
考
及
祭

祀
源
由
」（『
台
南
文
献
』
創
刊
号
、
二
〇
一
二
年
（
を
参
照
。

（
（
（  
江
仁
傑
『
解
構
鄭
成
功
─
英
雄
、
神
話
与
形
象
的
歴
史
』（
台

北
、
三
民
書
局
、
二
〇
〇
六
年
（
二
九
～
三
二
頁
を
参
照
。

（
（1
（  

江
日
昇
『
台
湾
外
記
』（『
台
湾
文
献
叢
刊
』
第
六
十
種
、
台
北
、

台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
六
〇
年
（
巻
一
、
三
九
頁
。

（
（（
（  

周
婉
窈
「
海
洋
之
子
鄭
成
功
」（『
面
向
過
去
而
生
』
台
北
、
允

晨
文
化
、
二
〇
〇
九
年
（
三
七
三
頁
。

（
（（
（  

「
読
書
穎
敏
」
に
つ
い
て
は
、
鄭
亦
鄒
「
鄭
成
功
伝
」（『
台
湾

文
献
匯
刊
』
第
一
輯
第
三
冊
に
収
録
の
影
乾
隆
間
抄
本
、
九
州
出

版
社
・
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
頁
を
参
照
。

「
児
初
識
字
、
輒
佩
服
春
秋
之
義
。」
に
つ
い
て
は
、
鄭
成
功
の
永

暦
七
年
癸
巳
（
一
五
六
三
年
八
月
（
に
父
親
に
宛
て
た
手
紙
の
中

に
見
え
る
。
楊
英
『
延
平
王
戶
官
楊
英
従
征
実
録
』（『
中
国
海
疆

文
献
続
編 

台
湾
琉
球
港
澳
』
八
に
収
録
の
影
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
一
九
三
一
年
景
印
旧
鈔
本
、
北
京
、
銭
装
書
局
、
二

〇
一
二
年
（
一
二
一
頁
を
参
照
。
前
述
の
『
台
湾
外
記
』
に
も

「
性
喜
春
秋
」
と
の
言
及
が
あ
る
（
巻
一
、
三
九
頁
（。

（
（（
（  

前
掲
の
『
台
湾
外
記
』
は
、
鄭
成
功
が
初
め
て
中
国
に
戻
っ
た

時
、「
叔
父
や
同
輩
行
の
兄
弟
た
ち
か
ら
た
び
た
び
い
じ
め
ら
れ

た
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
彼
の
半
分
日
本
人
の
血
統
に
よ
る

も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
（
巻
一
、
三
九
頁
（。
た
だ
、
清
末

に
革
命
宣
伝
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
浙
江
潮
』
上
に
掲
載
さ

れ
た
匪
石
『
鄭
成
功
伝
』
で
は
、
民
族
主
義
を
鼓
吹
し
て
「
福
松

の
叔
父
・
兄
弟
は
福
松
を
嘲
っ
て
、『（
お
前
は
（
わ
が
中
国
の
人

か
ら
生
ま
れ
ず
、
わ
が
中
国
の
風
を
忘
れ
て
い
る
』
と
し
、
た
び

た
び
い
じ
め
た
」
と
明
言
し
て
い
る
（『
台
湾
文
献
叢
刊
』
第
六

七
種
、
台
北
、
台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
六
〇
年
、
七
三
頁
（。

（
（（
（  

伝
統
中
国
社
会
が
異
民
族
に
直
面
し
た
時
の
態
度
に
つ
い
て
は
、

邢
義
田
が
中
国
人
の
天
下
観
を
議
論
し
た
際
に
、「
伝
統
的
帝
王

は
王
者
に
他
な
く
、
天
下
を
一
家
と
す
る
自
我
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
別
の
側
面
で
は
華
夷
の
境
を
厳
に
し
て
、
華
夏
の

外
に
夷
狄
を
隔
離
す
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
邢
義
田
「
天
下
一
家
─
中
国
人
的
天
下
観
」（
同
『
中
国

文
化
新
論
・
根
源
篇
・
永
恆
的
巨
流
』
台
北
、
聯
経
出
版
事
業
公

司
、
一
九
八
一
年
、
四
二
五
～
四
七
八
頁
（
を
参
照
。

（
（（
（  

夏
琳
『
閩
海
紀
要
』（『
台
湾
文
献
叢
刊
』
第
一
一
種
、
台
北
、

台
湾
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
五
八
年
（
三
〇
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
江
日
昇
『
台
湾
外
記
』
巻
五
、
二
一
一
頁
。

（
（（
（  

楊
雲
萍
「
鄭
成
功
之
歿
」（
同
『
南
明
研
究
与
台
湾
文
化
』
台

北
、
台
湾
風
物
雜
誌
社
、
一
九
九
三
年
（
四
〇
七
頁
、
を
参
照
。

な
お
、
原
載
は
『
台
湾
文
化
』
五
巻
一
期
（
台
北
、
台
湾
文
化
協

進
会
、
一
九
四
九
年
（。

（
（（
（  

前
掲
鄭
亦
鄒
「
鄭
成
功
傳
」
二
二
頁
を
参
照
。
そ
の
他
、
鄭
成

功
が
挙
兵
の
際
、
旗
幟
に
「
殺
父
救
国
」
と
大
書
し
て
い
た
と
い

う
記
載
も
あ
る
。
反
論
す
る
学
者
も
い
る
が
、
定
論
は
ま
だ
な
い
。

陳
国
棟
「
哭
廟
与
焚
儒
服
─
明
末
清
初
生
員
層
的
社
会
性
動
作
」

（『
新
史
学
』
三
巻
一
号
、
一
九
九
二
年
（
九
三
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
鄭
亦
鄒
「
鄭
成
功
伝
」
二
二
頁
。
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（
（1
（  

前
掲
陳
国
棟
「
哭
廟
与
焚
儒
服
─
明
末
清
初
生
員
層
的
社
会
性

動
作
」
を
参
照
。
ま
た
、
鄭
成
功
が
哭
廟
を
し
た
場
所
に
つ
い
て

は
、
南
安
書
院
と
石
井
書
院
の
間
で
論
争
が
あ
る
が
、
本
稿
の
要

点
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

（
（（
（  

黄
仁
宇
『
万
暦
十
五
年
』（
台
北
、
食
貨
出
版
社
、
一
九
八
五

年
（
の
第
六
章
「
戚
継
光
─
孤
独
的
将
領
」、
特
に
一
七
五
～
一

七
八
頁
を
参
照
。
こ
の
種
の
「
重
文
軽
武
」
の
思
考
は
、
唐
代
藩

鎮
の
禍
が
宋
代
の
統
治
政
策
に
与
え
た
影
響
の
中
に
既
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。「
強
幹
弱
枝
」
と
「
重
文
軽
武
」
は
宋
代
の
国
策

の
一
体
化
し
た
両
側
面
で
あ
り
、
そ
れ
は
文
臣
が
軍
を
領
す
る

「
儒
将
」
の
伝
統
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
劉
子
健
「
略
論
宋
代

武
官
群
在
統
治
階
級
中
的
地
位
」（『
両
宋
史
研
究
彙
編
』
台
北
、

聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
七
年
、
一
七
三
～
一
八
四
頁
（、

「
従
儒
将
的
概
念
説
到
歴
史
上
対
南
宋
初
張
浚
的
評
論
」（『
国
史

釈
論
─
陶
希
聖
先
生
九
秩
栄
慶
祝
寿
論
文
集
』
台
北
、
食
貨
出
版

社
、
一
九
八
八
年
、
四
八
一
～
四
八
五
頁
（
を
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
楊
雲
萍
「
鄭
成
功
之
歿
」
四
一
三
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
周
婉
窈
「
海
洋
之
子
鄭
成
功
」
四
〇
七
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

蘇
同
炳
『
沈
葆
楨
伝
』（
南
投
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
、
一
九

九
五
年
（
一
七
七
～
一
八
〇
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

洋
務
運
動
と
自
強
運
動
の
名
称
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
者
が

長
き
に
渡
り
論
争
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
マ
リ
ー
・
Ｃ
・

ラ
イ
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
同
治
中
興
に
て
提
起
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、

清
朝
政
権
を
維
持
す
る
た
め
に
あ
っ
て
近
代
化
は
考
え
ら
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
た
め
自
強
を
主
張
す
る
者
は
洋
務
を
支
持
し
得
な

か
っ
た
と
す
る
。M

ary C
. W

right, T
he last Stand of 

C
hinese C

onservatism
 T

he T
ung-C

hih R
estoration 

1862-1874 

（California: Stanford U
niversity Press, 

（（（（

（
を
参
照
。
一
方
で
、
石
錦
は
洋
務
が
自
強
の
一
環
で
あ
り
、

単
純
に
提
唱
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
軽
々
に
洋
務
の
人
々
を

改
革
を
主
張
し
な
い
人
々
に
区
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

石
錦
「
清
末
自
強
観
的
内
容
、
分
野
及
其
演
変
（
一
八
四
〇
～
一

八
九
五
（」（『
思
与
言
』
六
巻
四
期
、
台
北
、
思
与
言
雑
誌
社
、

一
九
六
八
年
（
九
～
一
八
頁
を
参
照
。
本
文
は
行
論
の
要
点
を
考

慮
し
、
洋
務
を
重
視
し
た
洋
務
運
動
、
或
い
は
改
革
を
重
ん
じ
た

自
強
運
動
と
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
名
称
を
兼
用
す
る
。

（
（（
（  J. K

. Fairbank, T
rade and D

iplom
acy on the China 

Coast 

（California: Stanford U
niversity Press, （（（（

（、
劉

広
京
「
十
九
世
紀
初
葉
中
国
知
識
分
子
─
包
世
臣
与
魏
源
」（
同

『
中
国
近
代
現
代
史
論
集
第
六
編　

自
強
運
動
（
一
（
通
論
』
台

北
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
九
～
一
六
八
頁
（、

張
灝
「
晚
清
思
想
発
展
試
論
─
幾
個
基
本
論
点
的
提
出
与
検
討
」

（
同
『
近
代
中
国
思
想
人
物
論
─
晚
清
思
想
』
台
北
、
時
報
出
版

社
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
～
三
三
頁
（
等
を
参
照
。

（
（（
（  

小
野
川
秀
美
（
林
明
徳
、
黄
福
慶
訳
（『
晩
清
政
治
思
想
研

究
』（
台
北
、
時
報
出
版
社
、
一
九
八
二
年
（
を
参
照
。
龐
百
騰

（D
avid Pong

（（
陳
倶
訳
（『
沈
葆
楨
評
伝
─
中
国
近
代
化
的
嘗

試
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
（
で
は
、
晩
清

改
革
史
を
、「
早
期
の
経
世
」「
ア
ヘ
ン
戦
争
前
後
の
西
方
の
脅
威

を
防
ぐ
検
討
」「
同
治
中
興
」「
制
度
変
革
の
追
求
」
の
四
つ
の
段
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階
に
区
分
す
る
。
こ
の
分
類
に
お
い
て
、
沈
葆
楨
は
第
三
期
に
含

ま
れ
る
（
一
七
～
一
八
頁
（。

（
（（
（  
前
掲
龐
百
騰
『
沈
葆
楨
評
伝
』
三
三
～
三
四
頁
、
林
崇
墉
『
沈

葆
楨
与
福
州
船
政
』（
台
北
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
七

年
（
四
五
～
五
七
頁
、
前
掲
蘇
同
炳
『
沈
葆
楨
伝
』
六
～
一
一
頁
、

な
ど
を
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
龐
百
騰
『
沈
葆
楨
評
伝
』
第
八
章
「
福
州
海
軍
船
廠
─
建

造
和
訓
練
計
画
」
内
の
「
訓
練
新
型
海
軍
人
員
」、
及
び
第
一
一

章
「
自
強
之
計
」、「
結
論
」
を
参
照
。

（
（1
（  

前
掲
龐
百
騰
『
沈
葆
楨
評
伝
』
四
〇
七
頁
を
参
照
。
福
建
船
廠

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
林
崇
墉
が
前
掲
『
沈
葆
楨
与
福
州
船
政
』

の
中
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
蘇
同
炳
も
前
掲
『
沈
葆
楨

伝
』
に
て
一
章
を
割
い
て
論
説
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
王
信
忠

「
福
州
船
廠
之
沿
革
」（
同
『
中
国
近
代
史
論
叢　

第
一
輯
第
五
冊　

自
強
運
動
』
台
北
、
正
中
書
局
、
一
九
五
六
年
。
初
出
は
『
清
華

学
報
』
八
─
一
、
一
九
三
二
年
（
を
参
照
。
翻
っ
て
沈
葆
楨
の
手

紙
を
見
て
み
る
と
、
常
に
彼
が
弟
子
に
儒
家
の
学
問
の
研
鑽
を
促

し
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
汝
等
總
以
詩
書
治

家
為
最
要
」、「
不
能
守
儒
素
家
風
、
将
来
殊
難
度
日
」、「
経
世
之

学
亦
從
読
書
来
」
等
々
。『
沈
文
肅
公
家
書
』（『
台
湾
文
献
匯

刊
』
第
四
輯
第
六
冊
、
九
州
出
版
社
・
厦
門
大
学
出
版
社
、
一
九

四
八
年
（
八
〇
～
八
一
、
八
二
、
一
〇
一
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
（（
（  

前
掲
『
沈
文
肅
公
家
書
』
七
九
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

李
孝
悌
は
王
莽
・
王
安
石
・
康
有
為
の
変
法
を
例
に
中
国
の
歴

史
上
の
政
治
改
革
を
論
じ
、
こ
の
よ
う
な
政
治
気
風
に
対
し
て
検

討
を
加
え
て
い
る
。「
託
古
改
制
─
歴
代
政
治
改
革
的
理
想
」（
鄭

欽
仁
主
編
『
立
国
的
宏
規
─
中
国
文
化
新
論
・
制
度
篇
』
台
北
、

聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
二
年
、
四
六
七
～
五
〇
九
頁
（
を

参
照
。

（
（（
（  

こ
こ
で
は
文
天
祥
「
正
気
歌
」
か
ら
「
哲
人
日
已
遠
、
典
型
在

夙
昔
」
を
引
用
す
る
。

（
（（
（  

前
掲
蘇
同
炳
『
沈
葆
楨
伝
』
二
六
八
頁
を
参
照
。

（
（（
（  

厳
復
『
学
衡
』
第
一
三
期
（
一
九
二
三
年
（
一
～
一
三
頁
を
参

照
。

（
（（
（  

趙
鉄
寒
「
代
序
」（
同
主
編
『
宋
史
資
料
萃
編 

第
一
輯
』（
台

北
、
文
海
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
（
一
頁
を
参
照
。

（
（（
（  Jam

es D
. Gw

artney, Richard Stroup, D
w

ight R. Lee

（
高
翠
霜
訳
（『
常
識
経
済
学
─
人
人
都
該
知
道
的
経
済
常
識  

Com
m

on sense econom
ics : w

hat everyone should know
 

about w
ealth and prosperity

』（
台
北
、
経
済
新
潮
社
、
二
〇

〇
七
年
（
で
は
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
が
資
源
を
考
慮
し
た
結
果
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
慈
善
活
動
を
放
棄
し
他
所
で
行
っ
た
こ
と
の

選
択
を
例
に
、
人
々
の
選
択
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
要
因

を
解
析
し
て
い
る
（
三
九
頁
（。

 
 

補
充
説
明
を
行
う
と
、
本
文
は
義
・
利
の
弁
別
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
現
実
を
利
の
追
求
と
み
な
す
商
業
の
議
論
に
つ
い
て
は
全
く

検
討
を
し
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
沈
葆
楨
あ
る
い
は
鄭
成
功
も
、

そ
の
従
事
し
た
清
朝
政
権
へ
の
反
抗
、
清
朝
政
権
の
維
持
の
た
め
、

経
費
の
処
置
に
心
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
沈
葆
楨
は
或
い
は
官
僚
体

系
の
中
の
活
動
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
海
賊
に
し
て
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国
際
商
人
の
子
で
あ
る
鄭
成
功
に
と
っ
て
は
、
孝
を
忠
に
変
え
文

を
捨
て
武
を
行
う
選
択
を
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
父
鄭
芝
龍
が
海

陸
の
交
易
で
挙
げ
た
巨
大
な
利
潤
の
相
続
を
放
棄
せ
ず
、
彼
の
軍

隊
は
そ
れ
に
依
っ
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
を
本
文
中
で
討

論
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
主
な
理
由
は
、
新
旧
の
先
行
文
献
・
研

究
の
鄭
成
功
の
山
五
商
・
海
五
商
に
よ
る
利
益
獲
得
行
為
に
つ
い

て
議
論
し
た
も
の
は
、
華
夷
・
忠
孝
・
文
武
と
い
っ
た
議
論
と
は

結
び
つ
か
ず
、
多
く
は
却
っ
て
大
航
海
時
代
の
海
外
展
開
の
脈
絡

で
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
伝
統
社
会
に
は
軽
商
・
賤

商
あ
る
い
は
士
商
の
別
に
関
す
る
記
載
や
討
論
が
あ
る
と
は
い
え
、

余
英
時
が
『
中
国
近
世
宗
教
倫
理
与
商
人
精
神
』（
台
北
、
聯
経

出
版
事
業
公
司
、
二
〇
〇
七
年
（
の
書
末
で
論
じ
た
よ
う
に
、
明

清
に
お
け
る
商
人
の
社
会
地
位
及
び
意
識
形
態
に
は
深
刻
な
変
化

が
あ
り
、
お
そ
ら
く
伝
統
を
突
破
し
得
た
と
は
い
え
、
少
な
く
と

も
先
鋭
的
な
対
立
で
は
な
か
っ
た
（
一
六
一
～
一
六
四
頁
（。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
「
第
七
六
回
経
済
史
研
究
会
（
国
立
成
功
大
学
歴
史

学
系
と
の
研
究
交
流
会
（」（
於
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
六
日
（
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
コ

メ
ン
テ
ー
タ
の
小
二
田
章
氏
を
は
じ
め
、
参
加
諸
氏
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
を
記
す
。

（
り
ゅ
う
　
せ
い
て
い
・
台
湾
　
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
教
授
）

（
訳
／
こ
に
た
　
あ
き
ら
・
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院

総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
招
聘
研
究
員
）


